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製作し,シリコー ン板I･.LJ)辛目吊二什膏泥を盛り-)け fLrL')ミニほ振動,Jrlj･え.シリコー ン板卜に城る硬化†十汗を
組容した.槻容は l‖闘うよびデジタ)L両像からシりコー ン板t･.J)什汗lL'H一損率,'LJ求めるJ一江を抹･)た.
そu~)結甘 .r･.:付加Ir.-'Jシリコー ンラバー 印象材の板卜に蟻で再-る硬化行i■汗)[(IT-損率がシリコー ン板1･.の半JL,'J
L'iplt'OをIl.d)る程皮であ･)た. ･jシ.)コー ンラバー 印象材とイ十肯氾叫詣水件は.水とシ1)コー ンラバー印象
1二村)問の長IL冊iJによ;‖lt三響されるが.柚両廿性別の埴仙ま硬化イ汗頼)両損率STt吊｢人l.を占めたことかLt)勅
リl･l'1JであI-_)た.しかL 石膏泥が シ リコーン板l･.U).辺緑にはt;嗣 しなか･-'たことか(,細酔＼の行汗汗人は帥 L､
の汗息が必要である.
また,試験片に蟻存する硬 化 石 膏 の両桔率は.lJ'･汗の混水比と吊■押測汗牛により変化した.汁,I-;･LT)]甘木廿
に加えて強度および東商性 状 の 影 響 の観点からも印象内へ注入する石膏はき標準混水比を守り,練和後はす
ぐに汗入することが好ましい こ と が 明らかになった.
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抱 が 速 見 し た 巧 , 水 洗 い した淑滴が印象面に残存し
て 面 荒 れ を 起 こ し や す い な どの欠点がある.
こ の 敦 点 を 補 う た め に 現 在使用されている重付加
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た め に , 界 面 活 性 剤 が 添 加 されてむうる1)とのことで
あるが,臨床職場ではさらに界面活性剤を塗布した
級に,石膏注入を行うとする臨床報告もある2)早
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面活性剤職級用効果および 印 象 内 に 注 入する石膏の梯
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に石膏泥を流し硬 化 さ せ る並 硬 化後サシ13コ-ン坂
上の石膏の形状の観 察 お よ び 石膏表面積の計測を行
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上げるまでの操作を手際よく約 1分40秒 間で 行 っ
た.その後,シuコーン坂上全面 に練和 した全量 の
石膏泥を厚さ約二31111になるように スバチ ュラで均
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斜で保持して甜秒間労相塩練ヤ水平 を保 ち硬化 させ た.














こ｡ /.I-･'･∴主:､＼ U J､.:川 ､二l･,i;.J∴-行 ∴.
L /守,..･:tL･.1',:'=卜･tJ一一.･.:'･占 J､
シリコーン板仁で硬化 した 硬 胃 石膏 の流 動 形態
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キヤ}ン社製ラを三脚によって定位して,焦点距離
i:100mm F:2B のマタロレンズにより, 1枚を約
530万画素数で撮影 ･記録したi
五十嵐雅子 はか :重付加型シリコーンラバー印象材の擁水性について
記 録 した デ ジ タ ル 画 像 は ソ フ トウ ェ ア
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次いで,調整 した画像 を分析 ソフ トウ温ア
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て い く様相を観察することがで きた.
さ らにシリ3-ン坂上に残存する硬化 石 膏 を 観 察
するとずその流動形態には規則性 が な く , 硬 化 石 膏
よ吟露出ずる印象材の範囲が広 く み ら れ た が , ほ じ
かれた石膏泥が中東部に盤 まって硬 化 し た 様 職 が 観














E:界面活性剤塗布 F:界面活性剤塗布 G:界面活性剤塗布 H:静絢i活性剤
乾燥 乾燥 乾燥 無添加 無添加
図 2 各 条 件 に お け る硬 化 石膏 の 流 動 形 態
各 シ リコー ン板 の上 方 か ら45度傾 斜 させ,加 振 後 硬 化 した石 膏 泥 を 白色 で示 す .
Cは A, B と同様 の練 和 石 膏 を盛 りつ け後 3分 間 放 置 した試 験 片
Dは石膏 の混 水 比 を大 き く し, A, B と同様 の方 法 で流 し込 ん だ試 験 片
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そ の 結 巣 , 界 面 活 性 剤無塗布の条件では,硬化石
膏 の 責 め る 面 積 率 は 20.8%から望9.1%の範囲で平均
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面 積 率 の 約 2倍 の 広 さ に 石 薗 泥 が 残 存 した.石膏の
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そこで,界面活性剤が添加され親水性を商上させ
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ほじかれてしまい,硬化石膏の面積率 が 低 か っ た た
め,流し込むタイミングを遅らせて石膏 泥 約 流 動 性
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石 膏 注 入 が 難 し くなるが,界面活性剤を塗布するニ
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触角は太きくなりシリコー ンラバ-印象材と石潜泥約
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に ,界面活性剤を塗布すると硬骨巳着常滑面積率が
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印象内の支台歯隅角部やマ-ジン部におももても流
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を用 い て 少 濠の石膏を-方南から細部へ流すなど
慎 濠 を 二 操 作 す る ことに意義があると思われる.
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着 膏 注 丸 のタイミ封ダを変えても,硬化石膏の面
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